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会議では、受託事業を中心に実施状況
等の点検を行い、２件のJRA事業（ス
マート畜産、雇用確保）、1件のALIC
事業（養豚実態調査）ともに順調に進
捗していることを確認した。なおス
マート畜産については最終年度であり
下期には自己評価の実施を確認した。 （金子理事長から台風被害のお見舞いも含めて開会のご挨拶）

今後の事業展開に関する意見交換では、最近の自然災害の猛威を踏まえて、災害に強い生産基盤づく
り、生産現場の足元の強靭化、生産現場の危機管理の強化等が検討課題として上がった。

　 この度の台風被害で被災された皆様に 心からお見舞
　 い申し上げます。一日も早い復旧をお祈りいたします。
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[こちら編集部] (03)-3583-8034

  発 行 日

  発行NO

2019年10月18日

2019  -  24号

東京都港区麻布台2-2-1麻布台ビル

◎ 理事会から

  ・協同組合 日本飼料工業会（工業会）

・一般社団法人 全日本配合飼料価格畜産安定基金（全日基）

・一般社団法人 都道府県配合飼料価格安定基金協会（〇〇県基金協会）

（文中での団体の略称標記について）

  ・一般社団法人 全日本畜産経営者協会（全日畜）

（梅田委員長の進行で進む委員会審議の様子）

全日畜運営委員会は、10月2日、第2
回運営委員会を開催し、今年度上期の
執行状況等の点検を行った。

からも有益な効果を発現していることから、実施中の各事業の年度予定等を十分に管理して、積極的に
有益な新たな事業提案を考えて欲しい等の意見があった。

会議では、生産者数の減少は大きな課
題で、今後の財政基盤を安定させるた
めにも早い段階から総合的な検討を開
始すべきとの意見があり、そのために
も引き続き生産者に喜ばれる活動への
取り組みの必要性が確認された。
外部機関等からの受託事業は、資金面

◎ 運営委員会から

全日畜は、取り巻く諸情勢に対応する
必要があることから、10月8日、今期
２名の理事を増員して役員11名に拡充
した体制で第3回理事会を開催し、今
年度上半期の活動等の点検を行った。
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  ・協同組合 日本飼料工業会（工業会） ・一般社団法人 都道府県配合飼料価格安定基金協会（〇〇県基金協会）

（文中での団体の略称標記について）

  ・一般社団法人 全日本畜産経営者協会（全日畜） ・一般社団法人 全日本配合飼料価格畜産安定基金（全日基）

（シンポジウムPR版）

　全日畜が10月24日、第５回「全日畜シンポジウム」を 開催
　昨年度から実施してきたスマート畜産シンポジウムの最終回です。

　　

全日畜は、昨年度からJRAからの受託事業として、スマート畜産の普及啓発活動を実施してきました。
シンポジウム「スマート畜産ヘの期待」の開催は、この事業の一環として実施しているもので今回の第
５回が最終の開催となります。（事業の最終年度です）。

これまで各地で開催してきたシンポジウムは、開催地の特性を生かした企画で実施してきました。今回
は最終回でもあり特別講演２題を用意しました。この特別講演は、公益社団法人 畜産技術協会のご協力
をいただき、昨年海外のスマート畜産の実態を調査された内容をご報告いただきます。

スマート畜産技術を導入された生産者からの事例紹介では、急速に導入実績が上がっている酪農経営に
おける「搾乳ロボット」と、最近注目されている養豚経営における「飼養衛生管理システム」の活用事
例をご紹介いただくことになっており最終回に相応しい内容となっています。

今後この事業は、実証調査を進め、スマート畜産に関するマニュアルのとりまとめを行うこととしてい
ます。
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